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表紙のスナップは、昨年末の宮城
県名取市、津波で壊滅的被害を

受けた閖上港近辺。密集した住宅地
だったはずのところが荒野原に……。
それでも震災2か月後に訪れたときと
は大違い。無尽蔵に折り重なってい
た家や車や船、瓦礫や樹木は撤去さ
れ、盛り土をしての整地が進んでいま
した。閖上中の時計は今も「14時46
分」を指したままでしたが、確実に時
が刻まれていることを本特集は物語っ
ています。特集記事に通底して感じら
れたのは、まずステーションどうしの、
そしてステーションを越えたつながり
の大切さ。それは、単に心励ましてく
れるだけのものではありません。巻頭
座談会では全国レベルでつながるシ
ステムへの指摘も。「私は看護師であ
る」。その自負の重みを感じた巻頭＋
特集でもありました。…杉本

震災後間もない2011年3月29日、
長居スタジアムでサッカーのチャ

リティマッチが行なわれました。世間に
広がる「自粛ムード」のなか、開催への
批判も少なからずあったと思います。
カズこと三浦知良選手は、試合前の3
月25日付けの日本経済新聞のコラム
にこう書きました。「とても明るく生きて
いける状況じゃないけど、何か明るい
材料がなければ生きていけない。サッ
カー人として、被災地に明るさを届け
たい。僕らは当日、全力で、必死に、
真剣にプレーすることを誓う」サッカー
は明るさを、医療者は安心と健康を、
われわれ雑誌は情報を。役割は違え
ど、支援の第一歩は各々ができること
を精一杯やること。そして、それを継
続していくことなのだと、本号の制作
を通して改めて感じました。…多淵

特集

在宅
フィジカルアセスメント
四六時中は患者さんをモニターしてはいられないのが訪問看護の特
徴です。週に何度か、月に何度かのフィジカルアセスメントを通して、患
者さん・ご家族の「安全」「安心」を担保しなければなりません。では、患
者さんの状態に応じ、どんなところに目をつけたらいいのか？　状態別の
「私の視点」に加えて、山内豊明医師のポイントアドバイスつき！

「訪問看護」ならではの
フィジカルアセスメントとは？
◉山内豊明

私の視点
❶寝たきり・低ADL◉馬籠さとみ

「左右差」に注目して、家族とともに
❷経管栄養◉大澤智恵子

「経鼻栄養」「胃ろう」の有害事象を防ぐ
❸人工呼吸◉原田典子

「肺実質の異常」と「器械トラブル」をどう見極めるか
❹終末期◉吉井朋代

「臨死期」を見極め、経過に応じたケアを最期まで
特別記事
千葉県における地域連携型人材育成

「新卒訪問看護師教育プログラム」続報
◉長江弘子ほか

INTERVIEW ケアする人々
松平浩さん（関東労災病院勤労者筋骨格系疾患研究センター長）
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